
 

 

 

 

   

 

 

 

 

今回は、ある夫婦の話から「いのち」について考えてもらいました。 

〔※ 裏面：放送内容〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和光中学校道徳通信   生徒会スローガン「自学豊心 ～前向き・励まし・思いやり～」   

           

 
令和７年２月２０日 

第 ８ 号 

☆ １年生 ☆ 

○ 命は一つしかないし、見えないものだからこそ、何よりも大切にしていきたい。 

〇 命を大切にするには、お互いに支え合い、助け合うことが大事だと思った。これからも支え励まし

合いながら命を大切にしていきたい。 

〇 ルミさんは、感じることでいのちを見ることができると言っていたのだと思います。私の周りにも

いのちあるものがたくさんあります。その命を体で感じ、大切にしていきたい。 

〇 たとえ目が見えなくても、心は結び合っているということを大切にしていきたい。 

〇 いのちは人それぞれにあり、大切にしていかなければいけない。 

☆ ２年生 ☆ 

○ 改めて多くの人に支えられ、励まされているのがよくわかった気がします。目が見えなくても命が

見えるというのは、多くの人に支えられてきたからこそ見えたのかなと思いました。 

○ 自分も多くの人に支えられて、今まで生きてこられたと思うと、感謝の気持ちでいっぱいになりま

す。いのちはとても繊細で貴重なものなので、これからも大切にしたい。 

〇 いのちは見えないけれど、心で感じることができて、みんなで支え合って生きていると分かった。 

〇 今まで多くの人に支えられたり励まされたりして生きてきたので感謝したいし、これからは支え

たり、励ましたりするほうになりたいと思いました。 

〇 自分が生まれたときも、家族や親せきの人はこの話のように命はみえていたのかなと思いました。 

☆ ３年生 ☆ 

○ 息づかいや香りで、いのちを感じることができるのだと分かりました。 

○ いのちとは、人の温かみだと思いました。人々が互いに協力することで、初めて温かみが成り立つ

のではないかと考えました。 

〇 命は親が与えてくれたものなので、自分らしく大切にしたいです。これからも一生懸命に生きてい

きたい。 

〇 自分の命だけでなく、他人の命も大切にしなければいけないと思った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんもルミさんのように多くの人に支えられ、励まされて、これまで生きてきたと思いま

す。いのちは目に見えないかもしれません。しかし、見えないからこそ、自分のいのち、周りの

人のいのちを大切にしてほしいと思います。 

☆ 保護者の方からの感想 ☆ 

・ 「困っている人を１人でも救いたい。」その思いがあるからこそ、自分ができることは何かを考

え、行動していくのが大切だと思います。これは何も海外だけではありません。身の周りのことか

らでいい、自分から行動できる人になってほしいです。 

・ 「われらみな人の世の光とならん」人のため、世のため、自分にできるベストを尽くしてくだ

さい。応援しています。         

「いのちは見えるよ。」 

エリちゃんの、お隣に住んでいる、ルミさんは、全然目が見えませんが、盲学校の先生をして

います。少しは目が見える夫のアキラさんは、マッサージの仕事をしています。 

ルミさんはお腹が大きくなってきました。赤ちゃんが生まれるのです。大喜びの二人でした。 

「オギャーオギャー。」赤ちゃんが産まれました。 

「かわいい女の子よー。」 

ルミさんは、両手で赤ちゃんを抱きしめ、ワーワーと泣きました。 

やがて、ルミさんが退院しました。エリちゃんは、毎日、のぞみちゃんを見に行きます。 

「のぞみちゃんは、ルミさんに似ているよ」というと、ルミさんは「ウフフ」とうれしそうで

す。そのとき、のぞみちゃんがホワッと笑ったように見えました。「あ、笑った！」見えない

ルミさんに、教えてあげます。 

「ああ、なんてかわいいのぞみちゃんだろう。」 

「ルミさんも、見えたらいいね。」思わず、そういうことを言ってしまいました。 

「あっ、悪いことを言ってしまった！」胸がキュッとなったとき、ルミさんは言いました。 

「見えるのよ。いのちは、見えるのよ。」 

ルミさんの言葉は、エリちゃんの心にいつまでも残りました。でも、のぞみちゃんのいのち

は、見えません。ルミさんは、どうして見えるのでしょう。 

それから２か月が過ぎ、ルミさんとのぞみちゃんがやって来ました。 

「わたしは、３歳の時、重い病気にかかってね、目が全然見えなくなってしまったの。でも、

母さんの顔、覚えているの。覚えているのは、若い優しい、お母さん。いつか、顔を触ってみ

ようとしたらね、やだーーーっだって。しわくちゃだからって。苦労したからねぇ。私も苦労

はしたけどさ。でも、一生懸命生きてきて、盲学校の先生になれて、この子も産まれて、生き

てきて、よかったなあって思うの。」 

「私はこれまでたくさんの人に支えられたり、励まされたりして、生きてこられたの。みん

なの『いのち』のおかげね。人間は助け合って、心を結びあってこそ、生きていかれるのね。

みんなだって、そうよ。生まれたばかりの、この子を抱いた時、私は『いのち、いのち』って、

思ったわ。」 

それから交代で、のぞみちゃんを抱っこしたのです。みんなニコニコ、ニコニコ。 

見たこともないような笑顔になっています。「みんなは、いのちを抱いている。」と 

エリちゃんは思いました。 


